
では次に、データベースを使って英語論文を探す方法を見ていきましょう。
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これから紹介するのは、大阪大学が有料で契約することで学生の皆さんが使える
ようになっているデータベースです。
ではなぜ、有料データベースを使うのでしょうか。また、無料データベースを使
うことはどうなのでしょうか。
この図には、それぞれのメリットとデメリットを明記していますので、ご自身で
考えてみてください。

プライベートで知りたいことを手軽に検索するときは、無料のデータベースや検
索エンジンを使う方が手っ取り早いですね。
一方で、授業の単位取得に関係するレポートや、卒業判定がかかっている論文に
使う情報を検索する場合はいかがでしょうか。
Googleは個人ブログやつぶやきレベルの情報から辞書レベルまで広範囲の情報
をまとめて検索します。出てきた情報が信頼できる情報なのか、最新情報なのか、
全て自分で判断する必要があります。それは、感想文なのか論文なのかを読んで
から判断するようなものです。
有料データベースは最初から信頼性の高い学術情報に絞られているため、比較的
安心して自分の論文にその情報を利用できます。データベースの特性を知ったう
えで、場合に応じて、上手に使い分けましょう。
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ここから、外国語の論文データベース、ProQuest Centralを紹介していきます。

ProQuest Centralは自然科学・人文社会科学分野を網羅する世界最大級の学術文
献データベースで、25,000タイトル以上の学術雑誌を収録し、このうち20,000以
上のタイトルについては本文も読むことができます。
有料のデータベースですが、大阪大学として利用契約を結んでいるため、皆さん
は自由にお使いいただけます。

※数値は紀伊國屋書店Webサイトより
https://mirai.kinokuniya.co.jp/catalog/proquest-central
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ProQuest Centralは、附属図書館Webサイトから、図のようにしてアクセスでき
ます。
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自宅からProQuest Centralを検索する場合は、附属図書館Webサイトの「キャン
パス外から電子リソースを使う」というページからアクセスしてください。
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こちらが基本検索の画面です。
検索ボックスの下にチェックボックスがいくつかありますね。その一つの「査読
（さどく）済み」にチェックを入れると、査読を経た論文のみに絞って検索する
ことができます。
査読とは、ある学術雑誌に投稿された論文が、その雑誌に掲載し、広く世の中に
発表するのにふさわしい内容かどうかを、同じ分野の研究者がチェックする仕組
みのことです。
査読済みの論文は、研究者からも一定の評価を得ているということになるので、
より信頼性の高い論文だと言えるでしょう。
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こちらは、Derivation, Persian, noun というキーワードで検索した時の検索結果
一覧です。検索キーワードがハイライト表示されています。
CiNii Researchと基本は同じですが、検索結果の絞込みオプションの機能が充実
しているのが特徴です。
ProQuest Centralでは、全文が収録されている論文の場合は、「全文」のリンク
が表示され、直接本文を見ることができます。
全文が収録されていない場合は、「Osaka U.」のアイコンが表示され、ここか
ら他のデータベースで全文が見られないか、図書館に所蔵がないかを、簡単に調
べられるようになっています。
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こちらは検索結果一覧から、1件の論文をクリックした後の、詳細画面です。
文献情報の記載などはCiNii Researchと基本は同じです。
右上部の「書誌情報」アイコンをクリックすると、引用文献リストに掲載するス
タイルを表示してくれるので、そのまま文献リストにコピーして貼り付けること
ができます。
論文はPDFでも入手できますが、ブラウザ上でテキスト全文でも表示されます。
そのほか、検索を補助する機能として、たとえば、関連のあるアイテム（論文）
を表示してくれる機能があります。
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ほかに、検索を補助する機能として、「インデックス用語で検索」という機能が
あります。
ProQuest Centralでは、論文1つ1つに論文のテーマに関するインデックスが付
与されています。これを使うと、論文のテーマで検索することが可能です。
この画面のインデックス用語にチェックを入れて検索をすると、最初に入れた検
索キーワードは一旦リセットされ、インデックス用語を指定した再検索が行われ
ます。
ProQuest Centralには、検索履歴を保存する機能もありますので、ヘルプを参照
し、便利な機能を使って検索を色々と試してみてください。
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こちらは文献情報だけの場合の詳細画面です。
ProQuest Centralは論文全文が多く収録されているデータベースですが、論文が
入手できない場合ももちろんあります。入手できない場合には、関連のあるアイ
テムから類似した資料を探す、あるいは、抄録を見て、この論文がどうしても必
要であれば、「Osaka U. (大阪大学で本文を探す)」のアイコンから、阪大図書
館に所蔵があるかどうかを調べる、という手順になります。
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ここで、外国語論文を検索する時のコツを紹介します。
フレーズ検索は、ぜひ知っておいてください。ProQuestは膨大な量の論文情報
を収録しているので、知っているのと知らないのとでは効率に大きな差が出てき
ます。

下記は実際にデータベース画面でデモを行いながら説明する時用のメモ。（）の
中をキーワードとして検索する。
１．基本的なキーワード検索（Italy middle ages paintings）→検索結果の基本
的な見方や絞込みについて説明する、よく使うAND検索
２．フレーズ検索（Italy “middle ages” paintings）→（1.と比較して）ヒット数
が変化したことを示す、完全一致（フレーズ）検索の説明
３．トランケーション文字（Ital* “middle ages” paintings）→ヒット数の変化、
OR検索の説明
４．主題で絞り込み（art）→単に文字列が一致するだけのものを省き、論文の
中身、テーマで絞り込むこともできる
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語尾が異なるケースにも対応したい場合や、検索語が不確かな場合には、部分一
致のための記号を使うと便利です。
文字数を指定しない場合はアスタリスクを、指定する場合はクエスチョンマーク
を使って検索します。

52



Proquestの場合、異なり語形の検索を支援するための機能がデフォルトで設定
されています。

これまでお伝えしてきた検索のコツは、Proquestのヘルプページにもまとまっ
ています。
【ProQuest ヘルプ 概要】
https://www.proquest.com/help/academic.ja-
JP/webframe.html?Help_Overview.html

【(参考)Proquest LibGuides】
https://proquest.libguides.com/proquestplatform

なお、他のデータベースでは機能や使用する記号が異なる場合があります。思っ
たような検索結果が出ない場合は、ヘルプを参照してください。
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参考文献リストの作成を手助けしてくれる機能を紹介します。
論文を投稿する雑誌ごとに、指定の引用スタイルがありますが、必要な情報は基
本的に同じであることが分かるでしょうか。
巻号(volumeやno.)の部分などに、それぞれの引用形式の特徴が出ていますね。

卒業論文の場合は、特定のスタイルを指定されることは少ないかもしれませんが、
参考文献リストは必ずつけますし、
自分が書いた論文の中で、参考文献の書き方は一つの形式に統一する必要があり
ます。
卒業論文を仕上げる時のために、ProQuestで見つけた論文は必ず書誌情報を保
存しておきましょう。
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次に、文学、言語学、民俗学分野の海外論文データベース、MLA International
Bibliography を紹介します。
MLAというのは「Modern Language Association」の略称で、アメリカの現代
言語学会を指します。この分野の海外論文を探したい方は、ぜひ使ってみましょ
う。
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MLA International Bibliography は、附属図書館Webサイトから、図のようにし
てアクセスできます。
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自宅からMLA International bibliography を検索する場合は、附属図書館Webサ
イトの「キャンパス外から電子リソースを使う」というページからアクセスして
ください。
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こちらはMLA International bibliographyの基本の検索画面です。
AND検索の場合は、一つの検索ボックスにスペースでつないで複数のキーワー
ドを入力しても良いですが、せっかく検索ボックスがいくつも用意されているの
で、一つのボックスに一つのキーワードで検索してみましょう。プルダウンから
ANDやORを指定して検索することができますので、自分で論理演算子を入力す
る必要がありません。
また、検索ボックスの右側のプルダウンでは、著者名や論文のタイトル、抄録な
ど、キーワードの検索対象を選ぶことができます。誰々が書いた論文だけを探し
たい、という場合など、検索の目的に応じて上手に活用しましょう。
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こちらはShakespeareというキーワードで検索した時の検索結果一覧の画面です。
文献の情報や「大阪大学で本文を探す」アイコン、絞り込み機能など、
ProQuest Centralとよく似ていますね。
絞り込みの例として、論文が出た年を指定することもできますので、最近の５年
間で出た新しい論文のみに絞る、といったことも可能です。
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検索結果一覧から、1件の論文をクリックした後の、詳細画面です。文献情報の
記載などは、CiNii Researchと同じです。
このデータベースは、MLA発行の雑誌掲載論文、学位論文、書籍のINDEX・抄
録データベースで、全文はほとんど収録されていませんが、大阪大学で契約する
データベースと連携し、そこから全文へのリンクをしているのが特徴です。読み
たいと思う論文が見つかったら、「大阪大学で本文を探す」アイコンをクリック
して入手方法を調べましょう。
また、右側の「Cite」をクリックすると、文献リストに掲載するスタイルを表示
してくれます。
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キーワード探しに困ったら、辞書を引いてみましょう。
オンラインで使える辞書をご紹介します。

【KOD (研究社オンライン辞典/Kenkyusha Online Dictionary)】
https://kod.kenkyusha.co.jp/service/

【OED Oxford English Dictionary】
https://login.remote.library.osaka-u.ac.jp/login?url=http://www.oed.com/

【類語辞典・シソーラス・対義語 - Weblio辞書】
https://thesaurus.weblio.jp/
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